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ば
た
け
〃
未
来
の
画
家
た
ち

村
内
保
育
所
児
童
各
種
大
会
で
入
賞

▼
全
日
本
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
　
　
　
木
津
谷
優
子
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

ル
（西
北
五
管
内
の
部
）
　

　

　

　

▼
東
奥
美
術
展

◇
優
秀
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
画
の
部

秋
田
谷
昌
也
く
ん
　
（相
内
保
）
　

◇
特
選
（東
奥
日
報
社
長
賞
）

三
和
有
梨
亜
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）
　

　

本
荘
　
信
く
ん
　
　
（十
三
保
）

◇
佳
作
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
入
選

平
野
邦
和
く
ん
　
　
（相
内
保
）
　

　

長
谷
川
比
奈
子
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

◇
努
力
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
佳
作

吉
田
　
亮
く
ん
　
　
（相
内
保
）
　

　

長
尾
　
南
ち
ゃ
ん
　
（十
三
保
）

柏
谷
壮

一
郎
く
ん
　
（相
内
保
）
　

　

山
田
小
春
ち
ゃ
ん
　
（相
内
保
）

(3)広報ιチろ

◇
準
佳
作

奈
良
朋
弥
く
ん
　
　
（大
田
保
）

版
画
の
部

◇
準
特
選
⌒西
北
教
育
事
務
所
長

賞
）
秋
田
谷
昌
也
く
ん
　
（相
内
保
）

◇
入
選
秋
田
谷
優
衣
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

◇
佳
作
木
津
谷
優
子
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

奈
良
彩
未
ち
ゃ
ん
　
（太
田
保
）

◇
準
佳
作

白
川
浩
平
く
ん
　
　
⌒相
内
保
）

▼
サ
ン
ロ
ー
ド
青
森
夏
休
み
子
ど

も
絵
画
展

◇
銅
賞
柏
谷
壮

一
郎
く
ん
　
（相
内
保
）

◇
入
選
西
山
紀
子
ち
ゃ
ん
　
（大
田
保
）

武
田
明
莉
ち
ゃ
ん
　
（大
田
保
）

秋
田
谷
優
衣
ち
ゃ
ん
⌒相
内
保
）

三
上
香
奈
ち
ゃ
ん
　
（相
内
保
）

三
和
龍
馬
く
ん
　
　
（相
内
保
）

吉
田
　
亮
く
ん
　
　
（相
内
保
）

◇
佳
作
佐
々
木
優
佳
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

秋
田
谷
真
由
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

下
山
穣
司
く
ん
　
　
（相
内
保
）

▼
青
森
県
営
浅
虫
水
族
館
図
画
展

◇
銀
賞

◇
銅
賞

（大
田
保
）

（脇
元
保
）

田
代
佳
奈
美
ち
ゃ
ん
（十
三
保
）

本
荘
志
織
ち
ゃ
ん
　
（十
三
保
）

◇
入
選
佐
藤
之
彦
く
ん
　
　
⌒十
三
保
）

小
山
内
理
佳
子
ち
ゃ
ん
（十
三
保
）

平
野
邦
和
く
ん
　
　
（相
内
保
）

竹
谷
知
佳
ち
ゃ
ん
　
（相
内
保
）

奈
良
彩
未
ち
ゃ
ん
　
（大
田
保
）

武
田
友
佳
ち
ゃ
ん
　
（大
田
保
）

奈
良
勝
博
く
ん
　
　
（大
田
保
）

▼
子
ど
も
写
真

・
絵
画

・
版
画
展

絵
画
の
部

◇
優
秀
賞

佐
々
木
優
佳
ち
ゃ
ん
⌒相
内
保
）

口
誰
輻

話
貯製
課

第
九
十
八
回
全
国
商
工
会
珠
算
　
　
也

（辻
分
珠
算
塾
）
秋
田
亜
里
美

検
定
試
験
が
、
十

一
月
二
十
日
午

　

　

（浦
田
塾
）

後

一
時
か
ら
村
内
各
小
学
校
に
お
　
　
　
▼
六
級
　
一
戸
智
行

（辻
分
珠

い
て
開
催
さ
れ
、
岡
本
亜
山
美
さ
　
　
算
塾
）
小
寺
由
希
子

（浦
田
塾
）

ん
が
見
事

一
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
　

　

▼
七
級
　
笹
山
高
敏

（辻
分
珠

今
回
の
受
験
者
数
は
四
十
二
名
　
　
算
塾
）

▼
二
級
　
長
利
有
里
子
、
神
島

奈
々
、
石
岡
成
人
、成
Ш
仁
美
（辻

分
珠
算
塾
）

代

（辻
分
珠
算
塾
）

悟

（浦
田
塾
）

◇
佳
作
秋
田
谷
優
衣
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

新
岡
歩
美
ち
や
ん
　
⌒十
二
保
）

版
画
の
部

◇
優
秀
賞

三
和
龍
馬
く
ん
　
　
（相
内
保
）

◇
佳
作
吉
田
智
拓
く
ん
　
　
（相
内
保
）

白
川
浩
平
く
ん
　
　
（相
内
保
）

▼
全
日
本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー

ル

⌒東
北
地
区
）

◇
東
奥
日
報
社
賞

三
和
龍
馬
く
ん
　
　
（相
内
保
）

※
全
国
中
央
審
査
会

へ
出
品

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん

１０
年
間

毎
日
ご
く
３
う
さ
ま

県
知
事
よ
り
感
謝
状

み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
の
愛
称
で

（脇
元
）と
白
川
久
子
さ
ん
⌒十
三
）

が
、
北
村
正
式
青
森
県
知
事
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

の
登
下
校
時
や
保
育
所
児
童
の
通

園
の
際
、
道
路
通
行
の
安
全
保
護

尽
く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

霜客鼻整毘を見為晶乱

`,7晋

襲美套奪堰鶏各[犠マ1)｀
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欧
・州
の
地
域
振
興
や
福
祉

農
業
と
歴
史
を
訪
ね
て

．　
総
務
課
長
補
佐
　
本示
　
自
（
　
騰
”
　
姜
一

一
般
道
路
は
石
だ
た
み
が
多
く
　
　
口ｍ
と
書
籍
に
つ
い
て
は
、
別
に
定

な
し
と
い
う
こ
と
で
あ
る
□
し
か
　
　
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
国
で
は

料
化
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
饉
　

も
午
後

一
時
で
授
業
が
終
り
、
放

一
般
の
廃
棄
物
で
す
が
、
三
種
　
　
課
後
は
自
宅
で
宿
題
を
や
る
□
小

一
回
Ｘ
青

（不
燃
物
月

一
回
）
茶
　
　
ユ畝
け
ら
れ
、
驚
い
た
の
は
、　
一
年

（再
利
用
）
と
区
分
し
回
収
さ
れ
　
　
生
で
も
留
年
が
あ
る
と
い
う
こ
と

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
高
校
卒
業
試
験
に
合
格

労
働
に
つ
い
て
は
、
官
公
庁
は
　
　
す
れ
ば
大
学
入
学
資
格
が
得
ら
れ

て

国
立
大
学
は
入
学
金
、
授
業
料
と

肛

も
】
囃
畔
は
「
げ
史
や
文
化
遺
産

”

も
多
く
、
十
八
世
紀
の
世
界
的
文

邦

ベ
ル
ク
大
学
広
場
、
中
世
そ
の
ま

・ノ

ら
れ
る
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の
城
壁

Ｍ

の
荘
厳
か
つ
華
麗
な
文
化
遺
産
を

法
が
改
正
さ
れ
、
年
間
二
千
キ
ロ

酸
造
施
設
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が

一
体

必
要
で
あ
り
、
製
造
さ
れ
た
ビ
ー

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

一
の
作
付
面
積

イ
タ
リ
ア
で
は
農
業
を
研
修

ラ
ノ
を
中
心
に
研
修
視
察
を
行

っ

―

は

、

基

本

料

金

一
ポ

ン
ド

、

乗
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合
も
割
増
料
金
。

市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
地
域
振

興
に
つ
い
て
研
修
。
市
は
、
人
口

ば
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た

観
光
都
市
と
し
て
繁
栄
を
め
ざ
す
。

な
ぐ
構
想
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
も

一

八
〇
二
年
強
い
関
心
を
示
し
た
と

設
の
た
め
調
査
が
行
わ
れ
た
。
五

そ
の
後
の
計
画
で
、
英
国
フ
ォ

レ
ー
市
の
間
を
複
線
で
計
画
さ
れ
、

そ
し
て
、
両
駅
に
貨
物
タ
ー
ミ

緯軍曇喜
l式
°
薬雇肇春分

障
害
者
福
祉
を
理
解

知
的
障
害
者
福
祉
施
設
を
研
修
じ

校
ま
で
義
務
教
育
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
こ
の
国
で
は
、
養
護
学
校

と
か
は
な
く
、
国
の
承
認
を
受
け

た
協
会
が
運
営
し
て
い
る
ロ

知
的
障
害
者
に
対
す
る
教
育
機
関

が
全
く
な
く
、
障
害
者
に
対
す
る

扱
い
は
、
「村
の
パ
カ
達
」
と
呼
ば

家
の
中
に
閉
じ
こ
め
た
り
、
国
外

へ
出
さ
れ
、
国
の
援
助
は

一
切
な

く
社
会
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
状
況

福
祉
に
携
わ
っ
て
活
動
を
続
け
て

よ
り
国
へ
の
陳
情
の
結
果
、
七
十

五
年
に
や
っ
と
法
律
が
出
来
、
国

に
よ
る
障
害
へ
の
援
助
が
始
ま
る
。

か
ら
の
財
政
援
助
と
授
産
施
設
等

く
、
今
で
は
、
芸
術
大
学
の
施
設

の
大
き
な
子
供
達
が
、
材
料
を
使

そ
の
結
果
と
し
て
外
と
の
関
わ
り

に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

社
会
復
帰
で
き
る
子
供
が
で
て
く

が
働
い
て
い
る
。

重
度
の
各
症
状
に
よ
り
、
直
接
材

企
業
の
下
請
け
作
業
、
緑
地
帯
の

寄
宿
舎
も
隣
接
し
て
あ
り
、
現

在
四
十
五
人
が
入
居
し
て
い
る
。

二
人
の
指
導
者
が
い
て
、
衛
生
面

や
部
屋
の
清
掃
、
食
事
等
に
つ
い

こ
の
研
修
に
は
、
市
長
さ
ん
は

会
議
員
、
協
会
役
員
の
等
お
お
ぜ

い
の
人
達
が
、
わ
れ
わ
れ
団
員

一

祉
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ザ
の
微
笑
み
な
ど
、
彫
刻
や
絵

め
ら
れ
た
収
蔵
品
は
、
三
十
万
点

油
　
紙
面
の
関
係
で
、
す
べ
て
を
報

瑚
告
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
研
修

訳
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
、

施

関
係
者
の
み
な
さ
ん
や
、
職
場
の

睡

か
た
が
た
に
深
く
感
謝
中
し
上
げ

者

る
と
と
も
に
、
こ
の
研
修
で
見
聞

購

し
、
又
考
え
た
こ
と
を
で
き
る
だ
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こ
と

か

。
」
と

、

よ

う

や

く

案

内

　

　

っ
た

所

に
位

置

し

て
、

安

倍

一　

　

大

将

の
搬

蹴

を

風

に
靡

か

せ

、

図

を

示

し

て
く

れ

ま

し

た

。

厨

　

　

族

減

亡

の
柵

跡

と

し

て

有

名

で
　

　

貞

任

を

誅

減

す

る

に

は

こ

の
機

川

柵

と

は

い

っ
て

い
な

か

っ
た

　

　

す

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

会

を

逃

し

て

は

な

ら

な

い
と

い

ま

す

。

草

が

茫

た

と

し

て

私

の

で

し

た

の
が

、

現

在

で

は

観

光
厨 川 柵 址 地 団『日本史蹟大系』所収

分

け

て
、

姫

戸

の
柵

と

厨

川

柵

と

の

二
柵

を

同

時

に
攻

撃

す

る

ち

の
退

路

を

塞

ぐ

た

め

だ

っ
た

の

で

す

。

今

ま

で

の
合

戦

の
失

次

第

に
厨

川

柵

の
落

日
も

近

づ

死
者
数
百
人

た

ち

が

弓

を

引

き

し

ぼ

り

、

深

く

堀

っ
た

濠

の
底

に

は

自

刃

が

て
い
ま
す
。
そ
の
上
に
敵
が
近

ま
た
城
中
の
美
女
数
十
人
に
大

の
大
コ
ー
ラ
ス
が
凄
ま
し
く
あ

た
り
の
空
気
を
伝
わ
り
頼
義
の

耳
に
振
動
を
伝
え
ま
す
。

注
意
深
い
頼
義
も
堪
え
切
れ
ず

に
怒
り
、
「疾
く
疾
く
、
柵
を
踏

こ
の
よ
う
な
状
態
で
し
た
の

十
六
日
の
夕
刻
に
至
っ
て
も
城

死

ん

だ

兵

士

が

数

百

人

の
多

き

焼
き
打
ち
作
戦

ら

な

い
こ

と

を

悟

り

ま

し

た

。

十

七

日

に

な

っ
て

評

議

が

開

か

れ

た

結

果

、

厨

川

柵

を

焼

き

打

ち

に
す

る

外

な

い
こ
と

に

な

り

揮

で
無

惨

に
も

近

所

近

辺

の
民

家

の
打

毀

し

が

命

ぜ

』

れ

ま

し

た

。

勝

つ
た

め

に

は

手

段

を

選

ば

な

い
仕

打

ち

で

す

。

民

家

の

材

料

は

深

濠

を

埋

め

つ
く

し

ま

り

た

頼

義

が

、

進

か

に

石

清

水

同

時

に

城

へ
向

け

て

暴

風

が

吹

こ
と

で
す

。

紅

炎

天

を

こ

が

す

中

に
、

あ

わ

れ

厨

川

柵

と

共

に

貞

任

軍

が

潰

減

の
運

命

を

立

ち

２
＾

濯
↑

洒
趾

榊

ミ
ユ
鳳
み

れげ超行「国帥卸又

-303



市浦村の人口と世帯数   平成6.12.1現在

除雪作業にご協力を〃
1月 10日 は110番の日

自衛隊賞費学生募集

八戸へ……乗換なしの直行便 !

弘前バスターミナル発 八戸小中野バスセンター発

聯瑞‰‰7肺
日Js

年金手帳を大切にしましょう

県内の交通事故概況



の
中

で
、

心

を

病

む

と

い
う

こ
と

し

、

地

域

社

会

で
受

け

入

れ

、

支

欲
求
不
満
や
対
人
関
係
の
ま
ず
さ

気
分
転
換
な
ど
こ
こ
ろ
の
健
康
の

保
持
、
増
進
が
必
要
で
す
。

で
も
精
神
病
は
、
治
療
技
術
の
進

も

入

院

期

間

が

短

く

な

り

、

で
き

る

だ

け

地

域

社

会

の
中

で
生

活

し

対

す

る

一
般

の
見

方

に
は

、

ひ

ど

く

片

寄

っ
た

見

方

が

あ

り

ま

す

。
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軍展T鼻全T鼻 精神保健相談

・

軍展T∴全T尋 老人精神保健相談


